
I

N08451993年(平成5年）

1．16
⑥市民憲章

ひご
わたくしたちは、利根川と手間沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての跨
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民懸軍を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします
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計画を第4期実施
－平成4年第4回市議会定例会報告一

平
成
４
年
第
４
回
市
議
会
定
型
秀
、
枢
月
８
日
か
ら
幻
日
ま
で
の
Ｍ
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

冒
頭
、
大
井
市
長
が
第
４
期
実
施
計
画
の
策
定
な
ど
型
頂
自
の
市
政
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
、
す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
「
貨
物
線
跡
地
複
合
文
化
施
設
の
名
称
選
定
」
、
「
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
シ
ス
テ

ム
」
（
平
成
４
年
枢
月
循
日
号
）
、
「
国
際
交
流
協
会
の
設
立
」
（
同
但
月
１
日
号
）
、
「
市
民
農
園
整
備
」

（
平
成
５
年
１
月
１
日
号
）
、
「
学
校
週
５
日
制
施
行
後
の
状
況
」
（
平
成
４
年
例
月
１
日
号
）
を
除
く
市
政

一
般
報
告
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
だ
、
議
案
は
、
市
清
掃
工
場
建
設
基
金
条
例
の
制
定
や
助
役

の
選
任
な
ど
佃
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

を
機
に
予
算
編
成
方
法
を
性
質
別
提
供
す
る
側
が
一
体
と
な
っ
て
、

行
財
政
運
営
の
基
本

第
４
期
実
施
計
画
を
策
定
娠
癖
銅
識
儲
華
野
哩
毒
嘩
鋤
香
壁
諦
《
鍛
認
生
建
走
一
触
紳
識
副
鯉

第
４
期
実
施
計
画
は
、
総
合
計
と
考
え
ま
す
。
量
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

画
の
体
系
に
基
づ
き
第
二
次
基
本
平
成
５
年
度
建
設
へ

ま
た
、
型
世
紀
へ
向
け
た
、
「
在

薪
雫
函
鈍
垂
罹
銅
嘩
葬
錨
眉
牢
率
新
木
地
区
近
隣
セ
ン
タ
ー
蓉
諦
融
畦
を
娼
峠
舜
諦
鍬
討
緬
諏

体
的
に
進
め
る
事
務
率
業
を
明
確
去
る
ｎ
月
７
日
に
基
本
設
計
案
も
大
変
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

に
す
る
も
の
で
す
。

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
延
べ
床
面
社
会
福
祉
協
議
会
の
充
実
は
も
ち

策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
祇
約
９
１
３
平
方
脚
の
鉄
筋
コ
ン
ろ
ん
、
一
般
市
民
活
動
を
も
巻
き

考
え
方
と
し
て
、
第
一
茨
基
本
計
ク
リ
ー
ト
造
り
２
階
建
て
。
多
目
込
ん
だ
「
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
の

画
の
重
点
事
業
を
械
極
的
に
位
霞
的
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
和
室
、
・
調
提
供
体
制
の
先
鞭
と
し
て
、
本
年

付
け
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
主
理
実
習
室
、
防
音
室
を
備
え
て
い
度
、
住
民
参
加
型
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

要
事
務
事
業
に
つ
い
て
も
引
き
続
ま
す
。
特
色
と
し
て
は
、
子
供
や
事
業
「
あ
い
．
あ
び
こ
」
の
会
員
募

き
位
置
付
け
し
、
推
進
し
ま
す
。
お
年
寄
り
、
身
体
に
障
害
を
も
つ
集
・
研
修
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
方
々
に
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
エ
電
算
処
理
業
蕎
を
自
己
処
理

事
業
別
予
算
編
成
に
鱸
製
触
垂
凌
一
畢
總
化
。
Ｏ
Ａ
化
推
臺
本
計
画

務
呼
》
鐸
僻
確
捗
詑
銅
薙
奉
桶
雫
福
祉
総
合
計
画

本
計
画
は
、
外
部
委
託
し
て
い

た
電
子
計
算
処
理
業
務
を
、
平
成

策
定
に
着
手

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ
元
竿
斐
か
ら
４
手
斐
ま
で
こ
自
ヨ

－－

新木地区近隣センター完成予想図

平
成
５
年
か
ら
の
高
齢
者
、
障

害
者
、
ひ
と
り
親
・
児
童
等
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
調
査
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
結
果
が
明
ら
か
に
な

り
次
第
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
、

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

ぐ
Ｏ
Ａ
化
に
よ
り
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
あ
る
市
役

所
の
唾
算
室

本
計
画
は
、
外
部
委
託
し
て
い

た
電
子
計
算
処
理
業
務
を
、
平
成

元
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
に
自
己

処
理
に
移
行
す
る
も
の
で
す
。
今

年
度
は
、
こ
の
計
画
の
最
終
年
度

で
す
が
、
計
画
ど
お
り
移
行
が
完

了
す
る
予
定
で
す
。
現
在
稼
働
し

園
財
産
の
無
償
譲
渡
市
有
建
物

を
無
償
砿
渡
す
る
た
め

画
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
一
般
職
の
職
員
の
給

料
、
住
居
手
当
及
び
通
勤
手
当
の

額
並
び
に
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

を
改
正
す
る
た
め

身
●

可
決
議
案

卜

ワ

画
市
自
転
車
駐
車
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
自
転
車
駐

車
場
を
新
た
に
設
籏
す
る
た
め

画
市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
城
山
団
地
の
用
途

廃
止
及
び
小
暮
団
地
の
建
て
替
え

に
伴
う
も
の

囹
市
清
掃
エ
場
建
設
基
金
条
例
の

当
事
業
に
お
け
る
本
年
度
の
当

市
転
作
配
分
面
繊
は
、
１
６
０
．

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
転
作
実
施
状
況

は
、
皿
月
末
現
在
１
６
９
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
確
保
し
、
達
成
率
は
１
０

５
％
と
な
り
ま
し
た
。
農
家
の
皆

様
並
び
に
関
係
各
位
に
対
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
は
今
年
度
で
終

了
し
ま
す
が
、
来
年
度
か
ら
は
、

水
田
営
農
活
性
化
対
策
と
い
う
名

称
で
引
き
続
き
転
作
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

市
内
の
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て

我
孫
子
駅
前
に
つ
い
て
は
、
駅

前
通
り
及
び
駅
前
広
場
の
早
期
完

成
に
向
け
、
更
に
一
層
の
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。
我
孫
子
駅
北
口

は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
駅
前
広

場
及
び
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を

鐙
重
点
と
し
て
、
移
転
交
渉
を
行

っ
て
い
ま
す
。

布
佐
駅
東
側
に
つ
い
て
は
へ
事

て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
は

皿
シ
ス
テ
ム
あ
り
ま
す
が
、
来
年

度
か
ら
固
定
盗
産
税
及
び
国
民
健

康
保
険
等
５
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し

ま
す
。

転
作
配
分
面
積
を
達
成

水
田
農
業
確
立
対
策

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

制
定
市
清
掃
エ
場
の
建
設
に
充

て
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め

画
市
道
路
線
の
認
定

画
市
道
路
線
の
変
更

囮
平
成
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

画
平
成
４
年
度
特
別
会
計
補
正
予

算
国
民
健
康
保
険
事
業
（
第
１

号
）
、
土
地
区
画
整
理
事
業
（
第

１
号
）
、
公
共
下
水
道
事
業
（
第

今
回
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

将
来
の
市
街
地
規
模
の
見
直
し
及

び
そ
れ
に
伴
う
都
市
施
設
等
に
つ

い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、

関
係
者
相
互
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
書
さ
ら
に
合
意
形
成

が
必
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後

は
、
戸
別
訪
問
を
主
体
と
し
た
業

務
へ
移
行
し
、
地
権
者
の
皆
様
の

費
同
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

新
木
駅
南
側
に
つ
い
て
は
、
平

成
２
年
６
月
１
日
に
組
合
設
立
認

可
取
得
以
来
、
順
調
に
事
業
の
推

進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
仮
換
地
指
定
は
、
平
成

５
年
度
中
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

『
在
宅
福
祉
」
の
充
実
を
目
指
し
て

都
市
計
画
基
本

構
想
策
定
へ

｜
矧
勵
紬
肪
剛
剛
睡
指
定口

２
号
）
、
老
人
保
健
（
第
１
号
）

画
平
成
４
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

園
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
企
業
聯
員

の
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
を
改
定

す
る
た
め
／

画
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
田

口
巌
氏
、
市
之
瀬
義
照
氏
を
再
任

都
市
計
画
道
路
３
．
４
．
９
号

線
下
ケ
戸
中
里
線
の
整
術
に
つ
い

て
は
、
平
成
４
年
ｎ
月
現
在
、
全

体
の
兜
・
７
％
の
用
地
買
収
が
完

了
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
権
者
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ

う
交
渉
を
重
ね
、
平
成
５
年
度
か

ら
エ
事
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
３
．
５

・
巧
号
線
根
戸
新
田
布
佐
下
線
に

つ
い
て
は
、
若
松
区
間
の
未
整
備

部
分
１
５
０
脚
が
、
本
年
度
中
に

第
１
期
工
事
分
妃
戸
は
す
で
に

完
成
し
、
平
成
３
年
９
月
１
日
付

で
入
居
が
完
了
。
第
２
期
工
事
分

哩
戸
も
平
成
５
年
４
月
１
日
入
居

を
目
途
に
建
設
を
進
め
て
い
ま
玄

ｎ
月
聖
日
に
県
知
事
の
承
認
を

受
け
、
都
市
計
画
決
定
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
生
産
緑
地
地
区
は
、

市
街
化
区
域
内
股
地
１
５
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
う
ち
、
四
％
に
あ
た
る

鋤
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
指
定
し
ま
し
た
。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

道
路
新
設
改
良

事
業
に
つ
い
て

４
月
１
日
入
居
予
定

小
暮
団
地
建
設
事
業

P

す
る
た
め

田
口
雄
氏
大
正
８
年
、
月
、

日
生
、
新
木
２
６
４
２
・

市
之
瀬
義
照
氏
昭
和
２
年
４

月
喝
日
生
、
束
我
孫
子
１
の
１
の

一
侭
）
○

圏
固
定
賓
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
下
関
忠
義
氏
を
再
任

す
る
た
め

下
関
忠
義
氏
明
治
哩
年
ｎ
月

過
日
生
、
白
山
３
の
４
の
廻

画
助
役
の
選
任
坂
巻
喜
市
氏
を

再
任
す
る
た
め

坂
巻
喜
市
氏
昭
和
３
年
１
月

１
日
生
、
布
佐
３
０
３
９

拡
張
事
業
及
び
改
良
工
事
と
も

事
業
計
画
ど
お
り
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。

事
務
管
理
部
門
で
も
、
ト
ー
タ

ル
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
お
け

る
、
管
網
図
管
理
シ
ス
テ
ム
の
地

形
導
入
を
行
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
で
図
面
管
理
が
で
き
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
給
水
装
置

管
理
シ
ス
テ
ム
及
び
配
水
小
管
図

の
作
成
業
務
も
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
計
画
案
に
つ
い
て
市
ス

ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
及
び
各
種
関

係
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
意
見
を
伺
い

般
後
の
調
整
に
入
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
白
山
中
学
校
を
対
象

に
建
訟
を
進
め
て
お
り
、
平
成
５

年
１
月
末
に
完
成
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
平
成

４
年
９
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

は
「
中
学
校
給
食
運
営
委
員
会
」
で

検
討
を
加
え
て
い
ま
す
。

工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

総
合
運
動
場
基
本

構
想
策
定
事
業

白
山
中
に
給
食

施
設
を
整
備

水
道
事
業
に

つ
い
て

’
下総基地 米軍機使用絶対反対の

｢



一一一三一一－■■■■■■|■■－

４

壬

１
１
１

(2)
一

あび
一
』 1993.1 16

、

第845号

平
成
５
年
１
月
１
日
か
ら
児
童

手
当
制
度
が
一
部
改
正
さ
れ
『
第

２
子
目
以
降
の
対
象
児
童
年
齢
が

次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

〔
支
給
対
象
児
童
〕

◎
１
子
目
…
平
成
３
年
１
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

◎
２
子
目
以
降
…
４
歳
未
満
の
児

童※
平
成
６
年
１
月
か
ら
は
、
１
子

目
、
２
子
目
以
降
と
も
に
３
歳
未

満
の
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
特
例
給
付
〕

特
例
給
付
は
、
所
得
制
限
に
よ

り
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
被

用
者
（
国
民
年
金
以
外
の
公
的
年

金
に
加
入
し
て
い
る
方
）
で
、
特

例
給
付
所
得
限
度
額
未
満
の
方
が

該
当
し
ま
す
。

児
童
手
当
、
特
例
給
付
の
申
請

は
、
我
孫
子
市
に
住
民
登
録
（
外

国
人
の
方
も
受
給
で
き
ま
す
）
さ

れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
給
対
象
の
方
で
、
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
方
は
早
目
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
児

童
家
庭
係
壷
露
）
１
１
１
１

呼
伽

4

篭

▼
日
時
１
月
詔
日
（
士
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
柏
市
民
文
化
会
館

▼
内
容
ア
該
ぺ
源
コ
ン
サ
ー
ト
、

基
調
講
演
「
女
と
男
の
豊
か
な
生

き
方
」
講
師
小
宮
山
洋
子
氏
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
解
説
委
員
）
ほ
か

▼
定
員
１
６
０
０
名
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
申

し
込
み
用
紙
（
市
企
画
課
に
用
意
）

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
〒
２
６

０
１
虹
千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１

の
１
県
社
会
部
青
少
年
女
性
課
云

０
４
３
（
２
２
３
）
２
０
６
１
へ

鰈ﾌｫー認－

2イ

開催
こ
の
な
か
か
ら
最
優
秀
賞
３
点
を

は
じ
め
優
秀
賞
等
入
賞
作
品
鎚
点

を
「
平
成
４
年
度
ク
リ
ー
ン
手
賀

沼
ポ
ス
タ
ー
展
」
に
展
示
し
ま
す
。

▼
展
示
期
間
１
月
加
日
（
水
）
か

ら
お
日
（
月
）
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
柏
そ
ご
う
８
階

▼
開
催
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

、、

▼
対
象
県
内
在
住
の

釦
歳
以
上
（
昭
和
８
年

４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）

の
方
▼
参
加
費
入
学
金
・

授
業
料
は
無
料
（
材
料

費
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
代

等
は
実
費
）

▼
登
校
日
週
１
日

▼募集定員一覧表

4

後
７
時

◎
ク
リ
Ｉ
ン
手
賀
沼
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
市
内
入
賞
者
宛
名
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

※
最
優
秀
蛍
赤
澤
陽
子
（
湖
北

中
）

み
な
み

※
優
秀
賞
山
岸
南
（
第
四
小
）

膠
ゆ
ん

三
枝
隼
（
高
野
山
小
）
矢
島
佳

代
子
（
第
四
小
）
内
ヶ
島
咲
子

紫
斑
謹
鍍
蕊

南
小
）
藤
田
幸
治
（
白
山
中
）

吉
田
由
美
子
（
湖
北
中
）
麻
崎

久
美
子
（
白
山
中
）

※
奨
励
黄
吉
田
絵
理
子
寝
戸

小
）
田
中
秀
平
（
塞
一
小
）
よ

上
原
槙
子
（
布
佐
小
）
西
堀
嘉

志
子
（
第
四
小
）
房
村
俊
一

（
第
一
一
小
）
北
村
千
春
（
第
四

た
だ
ゆ
き

小
）
味
岡
督
之
（
第
四
小
）

（
年
間
詔
日
程
度
）

▼
通
学
区
域
京
葉
学
園
（
千
葉

市
）
、
東
葛
飾
学
園
浅
間
台
校
舎

（
松
戸
市
）
、
同
江
戸
川
台
校
舎

（
流
山
市
）

▼
募
集
定
員
右
表
参
照

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
沌

円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
同

封
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

北
台
東
小
）
村
岡
沙
織
（
白
山

中
）
椿
本
智
子
（
白
山
中
）
じ
嬢
ん

高
橋
智
一
（
白
山
中
）
安
東
絢

（
湖
北
台
中
）

石
川
知
美
（
第
四
小
）
田
中
祐

人
韮
兼
）
麓
蕊
翻

▼
日
時
１
月
調
日
（
金
）
、
訓
日

主
）
午
前
９
時
訓
分
か
ら
午
後
３

時▼
場
所
市
水
道
局
４
階
会
議
室

▼
参
加
費
無
料
（
昼
食
は
各
自

を
明
記
し
、
２
月
廻
日
（
金
）
ま
』

で
に
〒
２
６
０
宰
葉
市
中
央
区

仁
戸
名
町
６
６
６
の
２
千
葉
県

老
人
大
学
校
事
務
局
壷
０
４
３

（
２
６
６
）
４
７
０
５
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
。

※
入
学
者
の
決
定
は
同
大
学
事

務
局
で
公
開
抽
選
し
、
３
月
中

旬
に
通
知
し
ま
す
。

、

I 列
１
冊
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会
１
Ｊ

一

／

／
ｌ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
…

’
持
参
）

▼
定
員
両
日
と
も
先
着
巧
名

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
識
習
日
、
「
唾
ミ
リ
映
写

々

機
操
作
講
習
会
参
加
希
望
」
と
明

記
し
、
１
月
妬
日
（
月
・
必
着
）

ま
で
に
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
云
（
理
１
１
５

可
上
へ

I’

一
繩
順
儒
悩
の
制
度
が
一
部
改
正
に

一
弾
金
閏

市
内
在
住
の
方
で
花
鯉
づ
く

↑
僧
一
‐
帳

釦
ゞ
、｝
一
篭
謹
耀
鐸

Ⅱ
日
』
▼
対
象
花
漣
平
成
４
年
度
中

．
議
蕊
軽
議
一

我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
公
園

市
で
は
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
緑
地
課
緑
化
推
進
係
査
（
蓮
１

｜
り
の
一
現
と
し
て
花
域
コ
ン
ク
ー
１
１
内
線
５
４
５
へ
郵
送
ま

庁
川
岬
催
陸
睡
に
辰
卜
憧
げ
い
た
は
持
参
。

■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
Ⅱ
丑
９
８
５
０
０
■
８
■
日
日
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
８
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
’
Ⅱ
１
１
１
１
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ

施設見学会

参加者募集

県
の
施
設
や
仕
事
を
知
っ
て
い
▼
定
員
卵
名
（
応
募
者
多
数

た
だ
く
た
め
、
パ
ス
に
よ
る
施
設
の
場
合
は
抽
選
）

見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

▼
期
日
２
月
巧
日
（
月
）
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
２
名
ま
で
）

▼
乗
車
場
所
③
東
葛
飾
合
同
庁
に
参
加
者
全
員
の
氏
名
、
住
所
、

舎
前
（
松
戸
市
）
・
・
・
８
時
蛎
分
集
合
年
齢
城
業
電
話
番
号
、
乗

▼
見
学
先
柚
の
葉
公
園
県
消
・
車
場
所
、
を
明
記
し
、
１
月
加

菱
者
セ
ン
タ
ー
、
北
千
葉
広
域
水
日
（
水
・
当
日
消
印
有
効
）
ま

道
企
業
団
浄
水
場
で
に
〒
２
７
１
松
戸
市
小
根
本

▼
対
象
束
密
飾
支
庁
管
内
在
住
７
束
蒋
飾
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

の
加
歳
以
上
の
方
壷
０
４
７
３
（
鮪
）
３
０
０
８
？
へ

｜

’

ボ
ス
タ
Ｉ
展
乞
開
催

ワ
リ
ー
シ

手
賀
沼

平成5年度千葉県生涯大学校生募集’

京葉学園

東
葛
飾
学
園

浅間台

校舎

江戸川台

校舎

一般課程

福
祉
科

和
名

知
名

和
名

生
活
科

弱
名

訓
名

釦
名

園
芸
科

知
名

刈
名

、

陶
芸
科

妬
名

、
妬
名

通
信
課
程

500

名

１
１
１

農
地
の
標
準
小
作
料
が
す
え
置
き
に

農
地
の
黄
貸
借
に
つ
い
て
健
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
が
そ
の
定
さ
れ
ま
し
た
。

農
地
法
の
規
定
に
よ
り
、
小
作
年
に
あ
た
り
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
農
業
委
員
会

料
の
標
準
額
を
定
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
見
直
し
の
結
果
、
標
準
事
務
局
霊
（
唖
１
１
１
１
内
線

｜
こ
の
額
は
、
経
済
事
憎
の
変
小
作
料
協
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
、
３
６
３

｜
動
に
伴
い
３
年
に
１
度
見
直
さ
農
業
委
員
会
で
左
表
の
と
お
り
決

一
１
Ｆ
－
卜
‐
阿
嘗
旧

ｂ
ｒ
■
臥
屈
閂
■
■
鹿

▲
も
Ｂ

Ｉ
Ｉ
ｂ
Ｈ
Ｉ
■
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｏ
Ｌ
Ⅱ
日
日
９
０
日
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

畑

１
万
９
０
０
０
円｜’

・
皿
ア
ー
ル
あ
た
り
の
年
額

・
平
成
５
年
１
月
１
日
か
ら
施
行

’

国
医
賑
田

２
万
１
０
０
０
円

農
地
の
区
分

小
作
料
の
標
準
額

備
考

生ごみ処理容器

ｺﾝボｽﾄの利用窪
問い合わせ：クリーンセンター恋(87)0015

る
容
器
で
す
。
毎
日
の
生
活
の

な
か
で
、
ご
み
は
無
く
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

今
後
も
な
お
一
屑
の
ご
み
の

減
逓
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◎
対
象
市
内
在
住
者
に
限
る

（
１
世
帯
に
つ
き
２
容
器
ま
で
）

◎
補
助
額
１
容
器
に
つ
き
３

０
０
０
円

◎
価
額
５
０
０
０
円
程
度

◎
指
定
販
売
店

＊
市
鰹
業
協
同
組
合
本
所

市
で
は
平
成
３
年
度
か
ら
生
電
壷
）
３
１
２
１

ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
＊
湖
北
支
所
壷
函
）
２
５
１
１

を
職
入
す
る
方
に
補
助
金
を
交
＊
布
佐
支
所
壷
（
聖
３
１
５
１

付
し
て
い
ま
す
。
＊
（
有
）
扇
屋
商
店
霊
（
聖
０
０

コ
ン
ポ
ス
ト
は
生
ご
み
を
た
１
４

い
肥
化
さ
せ
家
庭
菜
園
な
ど
に
※
補
助
金
交
付
申
請
は
指
定
版

使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
ご
み
の
売
店
が
代
理
手
続
き
を
し
ま
す
。

減
量
お
よ
び
資
源
化
に
つ
な
が
（
印
鑑
持
参
）
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身
近
な
生
活
の
鴇
に
お
け
る
市

民
主
体
の
活
動
を
通
し
て
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
国
際
化
を
推
進
し
、

国
際
親
善
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
」

礪
称
Ａ
㎡
露
壁
）
が
、
昨
年
ｎ
月

型
日
に
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
初
代
会

長
を
務
め
る
の
が
、
中
央
学
院
大

学
学
長
の
石
本
三
郎
さ
ん
。

「
外
国
の
文
化
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
主
体
性
を
も
っ
て
日
本

の
文
化
や
歴
史
な
ど
を
世
界
へ
、

ど
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
く
か
で

す
ね
」
と
、
国
際
交
流
の
基
本
を

強
調
す
る
。

現
在
、
全
国
の
自
治
体
で
は
姉

妹
都
市
交
流
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

交
流
な
ど
「
国
際
化
ゞ
国
際
交
流
」

●

ン日ｳｵﾂス
★★★参加者募集★★★皿

我
孫
子
ら
し
い
国
際
交
流
を

〃

ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
全
国
星
空
継
続
観
察
）

を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
、
身
近
な
星
空
の
観
察

を
通
し
て
大
気
保
全
地
球
環
境

保
全
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
環
境
庁
が
主
体
と
な
っ
て

昭
和
侭
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
も

の
。
冬
は
す
ば
る
星
団
デ
レ
ア

デ
ス
星
団
）
、
夏
は
こ
と
座
の
お
り

ひ
め
星
（
ベ
ガ
）
の
周
辺
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
す
。

双
眼
鏡
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

だ
れ
で
も
簡
単
に
ご
自
宅
で
観
察

で
き
ま
す
。
レ
ン
ズ
か
ら
見
る
星

に
関
す
る
事
業
が
活
発
に
行
わ
れ

て
お
り
、
我
孫
子
市
で
も
〃
国
際

化
へ
の
対
応
″
住
重
点
事
業
の

１
つ
と
し
て
い
る
。

「
し
か
し
、
国
際
交
流
と
い
う

も
の
は
、
一
朝
一
夕
に
進
む
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
理
念
を

し
っ
か
り
と
定
め
、
ム
ー
ド
に
流

ー======日＝一口

●

＝

､－ ら
●

－

h

’ 噂
I

すばる（プレアデス星団）

－町
一 空

は
、
驚
き
と
感
動
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。星

や
大
気
な
ど
自
然
環
境
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
観
察
日
１
月
中
旬
か
ら
下
旬

の
条
件
の
良
い
１
日

▼
観
察
場
所
観
察
者
の
自
宅
周

辺▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
遜

話
で
環
境
保
全
課
公
害
対
策
係
云

（
理
１
１
１
１
内
線
５
６
９

▼すばるの平成3年度冬期観察結果(環境庁資料）さ
れ
る
こ
と
な
く
、
他
市
の
ま
ね

で
な
い
我
孫
子
ら
し
さ
の
あ
る
、

地
に
足
が
つ
い
た
活
動
を
し
て
い

き
た
ど
と
抱
負
を
語
る
。

国
際
交
流
協
会
に
は
、
交
流
・

研
修
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
５
つ

の
部
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
活

動
は
こ
の
部
会
が
中
心
と
な
る
。

’
1

r我孫子市国際交流協会」
の初代会長に就任した

いしもと さぶ
－

－

－

ろう

石 本 郎さん

「
そ
の
主
人
公
と
な
る
の
は
市

民
の
皆
さ
ん
で
す
。
一
人
で
も

多
く
の
方
々
と
企
業
の
皆
さ
ん

に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
」

出
身
は
福
井
県
敦
賀
市
。
学

生
時
代
（
東
洋
大
学
）
に
は
、
東

京
・
箱
根
往
復
駅
伝
で
山
下
り

の
６
区
を
走
っ
た
。

専
門
分
野
は
哲
学
と
倫
理
学

で
現
在
も
倫
理
学
の
識
義
で

教
璽
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
傍

ら
千
葉
県
学
生
野
球
連
盟
会
長
、

千
葉
県
私
立
大
学
・
短
期
大
学

協
会
理
事
な
ど
を
兼
ね
、
多
忙

な
毎
日
を
送
る
。
趣
味
の
囲
碁

は
「
打
つ
暇
が
な
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
る
。
池
歳
。

▼消費牛活シルバーセミナー日程表

｜
’

▼古典文学講座日程表 講
座
を
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
る
方
）
へ
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
万
葉
女
流
歌
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〈

簡
単
な
計
算
が
お
っ
く
う
に
な
っ
▼
受
講
料
無
料

た
※
新
聞
の
活
字
が
見
に
く
く
な
▼
定
員
先
着
１
０
０
名
（
１
回

っ
た
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
初
だ
け
の
受
誰
も
可
・
上
表
参
照
）

め
て
〃
老
い
〃
を
実
感
す
る
の
が
現
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
遮

実
の
よ
う
で
す
。
話
で
市
民
生
活
課
消
蛮
生
活
係
へ

市
民
図
書
館
で
は
、
古
典
文
学
▼
定
員
帥
名
（
全
回
出
席
で
き

〃

古
典
文
学
講
座
生
．

万
葉
女
流
歌
人
の
世
界

’’

午前10時から正午

１
１ ｎ

月
下
旬
の
雑
木
林
に
、
赤
く

色
づ
い
た
菜
と
、
黒
い
采
実
の
房

を
垂
ら
し
た
エ
ビ
ズ
ル
が
あ
っ
た
。

１
－

る
手
間
が
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

こ
の
機
能
は
要
り
ま
せ
ん
。

◎
必
要
な
機
能
で
選
ぶ

吸
い
込
み
仕
事
率
の
数
値
が
大

き
い
も
の
が
、
実
際
の
ご
み
吸
い

と
り
性
能
が
良
い
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
普
通
の
掃
除
な
ら
３
０
０
ワ

ッ
ト
程
度
で
十
分
の
よ
う
で
す
。

ダ
ニ
は
、
吸
い
込
ん
だ
だ
け
で

ほ
と
ん
ど
死
ん
で
し
ま
う
の
で
、

紙
パ
ッ
ク
は
防
虫
剤
処
理
を
し
て

果
実
は
小
さ
く
５
量
り
ぐ
ら
い
で
、

ロ
に
す
る
と
甘
酸
っ
ぱ
い
ブ
ド
ウ

の
味
が
流
れ
て
、
紛
れ
も
な
く
野

生
の
ブ
ド
ウ
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

花
期
は
６
～
８
月
だ
が
、
黄
緑

色
の
花
は
小
さ
く
て
目
立
た
ず
、

花
び
ら
は
開
花
後
程
な
く
散
る
。

エ
ビ
ズ
ル
は
雌
雄
が
別
株
の
つ

る
植
物
で
、
葉
と
対
生
す
る
巻
き

エ ビズル 汀

(ぶどう科）
0

▼手作りみそ講習会日程表
み
そ
の
手
作
り
諦
習
会
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
定
員
各
会
場
鋤
名
（
参
加
費

無
料
、
エ
プ
ロ
ン
持
参
）

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
生
活
セ

ン
タ
ー
壷
（
錘
）
０
４
４
４

ノ

ひ
げ
を
持
ち
竜
綱
木
や
草
に
絡

み
つ
く
。

つ
る
を
裂
い
た
と
き
、
中
か

ら
出
て
く
る
虫
は
小
鳥
の
餌
と

な
っ
た
り
、
魚
釣
り
の
餌
に
さ

れ
た
り
す
る
。

葉
の
窪
に
は
、
白
ま
た
は
薄

茶
色
の
綿
毛
が
密
生
す
る
が
、

特
に
若
い
葉
と
茎
の
綿
毛
は
赤

紫
色
で
美
し
い
。

エ
ビ
ズ
ル
の
名
は
こ
の
色
を

エ
ビ
の
色
に
見
立
て
て
つ
け
た

も
の
ら
し
い
。

ま
た
、
色
で
エ
ビ
色
と
い
う

の
は
、
エ
ビ
ズ
ル
の
果
汁
の
色

で
、
え
燕
咋
紫
を
指
し
、
染
色
の

「
葡
萄
染
め
」
は
エ
ビ
ズ
ル
の

果
実
を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

な
い
も
の
で
十
分
で
す
。

掃
除
の
動
作
を
や
め
る
と
、
パ

ワ
ー
プ
ラ
シ
の
回
転
が
遅
く
な
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。
幼
児
の
い
る

家
庭
で
は
、
事
故
防
止
の
た
め
に

こ
の
タ
イ
プ
を
選
ぶ
と
よ
い
で
し

よ
、
フ
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

手
作
り
み
そ

講
習
会‐

一
一
Ｆ

市町村名

宮崎県小林市

鹿児島県大隅町

我孫子市

全国平均

観察場所

生駒高原

郷土館

我孫子市役所

平均観察等級

11.77

11.40

9.6

8.8

期日

1月22日

(金）

1月29日

(金）

2月5日

(金）

時間

午後

1：30

1

3：30

テーマ

海外の老人施設とくらし

シルバー世代の心理学
■

老後設計のたし郷とひき算

購師

ジャーナリスI

安田陸男氏

筑波大学助教授

井上勝也氏

老後生活秤玲家

吉澤輝夫氏

請求はお淋です力】
◎戦後強制抑留者の皆さんへ
戦後、旧ソ連邦またはモンゴノレ国の地

域に強制抑留された方、またはそのご遺

族に、内閣総逗g大臣名の慰労品（警状．

|勢菱議讓蕊蕊
す。購求期限は平成5年3月31日となっ

ていますので､お早めにご諦求ください。

伝問'い合わせ平和祈念事業特別華金・

業鍛ﾃ第2課壷03（3945）4703．

4707

．霊儲宿欠格者の皆さんへ
恩給欠格者の方で、外地等に勤務した

経験を有し、加算年を含めた在職年が3

年以上で髄求時に日本国籍を有する方に

は内閣総理大臣名の書状を、さらに、70

歳以上の方には高齢者の順に併･せて銀杯

を蝿呈しております。

なお、この事業には対象とならない方

もおります。ご注意くだきい°

惨問い合わせ平和祈念事業特別基金・

業務第1謀琶03（3945）4704

３
月
３
日
（
水
）

｜
、
２
月
型
日
（
水
）

２
月
Ⅳ
日
（
水
）

２
月
皿
日
（
水
）

期
日

む
め
い
か
じ
ん

無
名
歌
人

お
お
と
も
の
き
か
の
う
え
の
い
ら
つ
め

大
伴
坂
上
郎
女

冬
の
の
ち
が
み
の
お
と
め

狭
野
茅
上
娘
子

ぬ
か
た
の
お
お
き
み

額
田
王

内
容

時
間

期日

1月27日

(水）

2月3日

(水）

2月10日

(水）

時間

後
時
午
１
１

3時

会場（申込先）

天王台北近隣センター

(84－0444）

中央公民館

(84－0078）

湖北

(87
公民
02）

館
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霧
し日時・場所1月31日(日)午後

1時30分、湖北地区公民館

侵内容講演辰子どもの生きる力

|纂鑛菟蘓籔氏(軍
し参加愛無料

'し問い合わせ土子電(87)2341へ
’

神経難病相談バドミントン連盟
シングルス大会参加者

原剛儲2世の健康診断

平成5年1月1日現在＊世帯数40,516世帯
人口122,797人男61,619人女61,178人
●市役所本庁85-1111●市民図書館本館84-1110
●つくし野支所84-8801 湖北台分館87-3055

●湖北台支所88-0828市佐分館89-1311

●湖北支
●布佐支

●教育委員

道
防

酔
蝿

所
所
会
局
署

88-2111移動画塞館87-0909

89-2358○都市改造事務所85-1171

85-1151、身体障害者福祉センター88-0141
84-0111●あらき園88-4188

84-0119●つつじ荘88-0123

●少年センター84-1900○西部福祉センター85-5818
●保健センター87-1131

●市民会館84-3311

●公民館中央82-0515

○生活環境課(浄化槽）87-2379

(ゴミ)87-0015（し尿)88-2547

○近隣センター布佐南89-3740

●湖北地区88-4433天王台北82-9988根戸83-5363

●鳥の博物館85-2212○市民センター寿83-7722湖北
の市民体育館87-1155台88-9927布佐89-1193

学童保育室指導員

青色申告会記帳指導員

籟沼土地鵬区鮒鱗
市民スキー教室生

インディアカ大会

指名参加願いの申請を
鹿児島県人会

日曜当番医･1週間の行事

テレホンサービス恋(85)131F

第4回翻謂子美術家協会列トブ展
｢クレマチスアート展」

1⑰土

I7⑤

18月

19火

20水

21木

22金
－

23士

Z4e

25月

2⑰火

27水

2S木

29金

30土

31⑤
一一一一■

●

・市役所閉庁(－部の施設は除く）
〃鳥の博物館休館
・少年の日

【ﾖｰ日曜当番医＝テレホンサービス

壷休日散急歯科診扇日=休日捌急歯科診緬(市民謡内)9:冊ヘイ1:30
●結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00画家庭の日

【夛消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
・心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00

〃市民図書館･鳥の博物館･つつじ荘･西部福祉センター休龍

画法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

－税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

彦酒害相談＝保健センター13:30～15:00

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

照夛日曜当番医＝テレホンサービス

画休日鱸歯科認日=休日鴻翻診銅(而監篭内)9:00~11:30

〃人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

〃岨ごと相詐術佐輌9:00~15:M”ﾎ餉錦入砺=続口砿曹日
●市民鴎随‘陽の鋤館，市民体育随･つつじ荘･西剖剛ｾﾝﾀー 休鬮

●法律相麟＝市民相談室9:00から先着10名程度

画つつじ荘休館〃西部福祉センター休館

・消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
壷.アルコール家族教室＝天王台青年館13:30～16:00

軍国民年金保険料納期限＝口座振替日

・市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス
童休日鱸図科診覆日=休日鱸歯科診鰯(市彫遜内)9:Ⅱ~11:30

ｽｷー 講習会｡級別ﾃｽﾄ

第6ﾛ陶炎ﾁｬﾘﾃｨー陶謡
P｡■
D■■
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つくし野西地区地区計画
変更の原案の縦覧

第14回松養祭
県立松戸養護学校主催

ｼﾙｸﾛー ドｻー ｸﾙ議会
国鰍育ﾛーンお申し込み､ご相談はお早めに

日轆踊旧； 習会割I者第13回子どもの放課後を
考える集い（講演会）

1月26日は

文化財防火デー
空一

昭和24年1月26日は法隆

寺金堂が焼失しだ日です。

大切な文化遺産をみんな

で火災から守りましょう。




